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間
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
書
類
審
査
や
現
場
検
査

制
度
に
よ
っ
て
、
建
物
が
安
全
に
で
き

あ
が
り
、
安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

建
物
の
安
全
は
、
私
た
ち
の
住
む
ま

ち
全
体
の
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

違
反
建
築
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

間
合
先
　
県
建
築
住
宅
課

℡
0
5
5
（
2
2
3
）
1
7
3
4

臆
信
用
保
護
協
会
の
保
証
を
付
け
る
場
合

責
任
共
有
1
・
8
％
、

全
部
保
証
1
・
6
％

融
資
限
度
額
　
5
0
0
万
円

融
資
期
間
　
6
カ
月
以
内

融
資
申
込
先
　
商
工
中
金
、
山
梨
中
央

銀
行
、
各
信
用
金
庫
、
各
信
用
組
合

間
合
先
　
県
商
業
振
興
金
融
課

℡
0
5
5
（
2
2
3
）
1
5
3
8

職
面
接
会

ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、

高
齢
者
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
　
1
0
月
1
9
日
（
火
）
ま
で

1
等
　
1
億
5
、
0
0
0
万
円
×
1
3
本

前
後
賞
各
　
5
、
0
0
0
万
円

2
等
　
1
、
0
0
0
万
円
×
1
3
0
本

3
第
　
5
0
万
円
×
1
、
3
0
0
本

抽
選
日
　
1
0
月
2
6
日
（
火
）

期
事
業
資
金
」
融
資
制
度

利
用
く
だ
さ
い

県
で
は
、
小
規
模
企
業
者
の
資
金
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
年
間
を
通
じ
て

利
用
で
き
る
短
期
の
事
業
資
金
を
融
資

し
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

融
資
対
象
者
　
常
時
使
用
す
る
従
業
員

が
2
0
名
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
5
名
）
以

下
の
会
社
や
個
人
な
ど

融
資
利
率

臆
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付
け
な
い
場
合

1
・
9
％

一
般
求
職
者
の
県
内
へ
の
就
職
と
県

内
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め

「
合
同
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
1
0
月
2
7
日
（
水
）
1
4
時
～
1
6
時

※
受
け
付
け
は
1
3
時
か
ら
で
す
。

対
　
象

○
県
内
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
一
般
求

職
者
（
平
成
2
3
年
3
月
卒
業
予
定
者

を
除
き
ま
す
）

○
県
内
に
事
業
所
・
支
店
な
ど
が
あ
り
、

県
内
を
就
業
地
と
す
る
一
般
求
職
者

向
け
の
求
人
票
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

提
出
し
て
い
る
企
業

場
　
所

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

（
富
士
吉
田
市
新
西
原
5
－
6
－
1
）

内
　
容

○
企
業
と
の
個
別
面
接

○
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

参
加
方
法

○
求
職
者
の
方
は
、
事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

○
企
業
の
方
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

参
加
費
　
無
料

間
合
先

県
労
政
雇
用
課

℡
0
5
5
（
2
2
3
）
1
5
6
2

未
就
職
者
就
職
応
援

今
年
3
月
に
高
校
・
大
学
な
ど
を
卒

業
し
て
就
職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
方
を
対

象
に
、
採
用
意
欲
の
あ
る
県
内
企
業
等
で

働
き
な
が
ら
職
場
研
修
や
外
部
研
修
の
受

講
を
通
し
て
、
職
業
人
と
し
て
必
要
な
知

識
・
技
術
を
身
に
付
け
る
「
新
卒
未
就
職

者
就
職
応
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

内
　
容

県
内
企
業
な
ど
で
6
カ
月
以
内
の
期

間
、
部
品
加
工
や
営
業
、
接
客
な
ど
の

仕
事
を
し
な
が
ら
、
職
場
や
研
修
機
関

に
お
い
て
、
企
業
で
働
く
た
め
に
必
要

な
知
識
・
技
術
を
研
修
す
る
。

※
応
募
後
に
、
働
き
先
の
企
業
な
ど
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

定
　
員
　
0
0
名

受
入
企
業
種

県
内
の
機
械
・
電
子
部
品
の
製
造
業
、

食
品
製
造
、
家
電
販
売
、
ホ
テ
ル
な
ど

間
合
先

県
労
政
雇
用
謀

℡
0
5
5
（
2
2
3
）
1
5
6
2

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

℡
0
5
5
（
2
3
7
）
3
2
1
5

類
」
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
（
借
入
額

が
5
0
万
円
を
超
え
る
な
ど
の
場
合
）
。

②
法
律
上
の
上
限
金
利
が
、
借
入
額
に

応
じ
て
、
1
5
～
2
0
％
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
∪
苧
‥
∃
〔
p
ミ
ミ
ミ
ミ
●
｛
s
a
●
g
O
も
、

p
O
ニ
∩
ミ
k
a
s
h
i
k
i
つ
、
i
コ
d
e
X
●
ブ
〔
∋
一
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

間
合
先
　
県
商
業
振
興
金
融
課

℡
0
5
5
（
2
2
3
）
1
5
3
8

学
児
童
に
黄
色
い
帽
子
を
贈
る

都
留
市
明
る

い
社
会
づ
く
り

運
動
推
進
協
議

会
で
は
、
次
の

で
の
ト
ラ
ブ
ル
に

U
の
皆
さ
ん
へ

山
梨
労
働
局
で
は
、
労
働
関
係
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
の
個
々
の
労
働
者

と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
の
解
決
を
支

援
す
る
た
め
に
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
「
情
報
提
供
」
「
紛
争
調
整
員
に
よ

る
あ
っ
せ
ん
」
な
ど
を
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。

間
合
先
　
都
留
労
働
基
準
監
督
署

℡
0
5
5
5
（
4
3
）
2
1
9
5

日
程
で
バ
ザ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
バ

ザ
ー
の
収
入
で
新
入
学
児
童
に
黄
色

い
帽
子
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

市
内
4
0
0
名
の
新
入
学
児
童
に
黄

色
い
帽
子
を
贈
り
ま
し
た
。

ご
家
族
の
衣
類
、
日
用
品
な
ど
バ

ザ
ー
に
ご
寄
付
い
た
だ
け
る
品
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
出
品
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
1
0
月
3
1
日
（
日
）
1
3
時
～

会
　
場
　
び
ゅ
あ
富
士
3
階

聞
合
先

都
留
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推

進
協
議
会

会
長
　
米
山
博
光
℡
（
4
5
）
1
0
5
7

事
務
局
　
佐
藤
　
℡
（
4
3
）
2
7
8
1

業
法
が

き
く
変
わ
り
ま
し
た

6
月
1
8
日
か
ら
、
貸
金
業
法
が
新
し

く
な
り
、
消
費
者
金
融
な
ど
の
貸
金
業

者
か
ら
の
借
り
入
れ
の
ル
ー
ル
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。

主
な
内
容

①
総
量
規
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。

8
個
人
の
方
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
、
年
収
の
3
分
の
1
を
超
え
る
借

り
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

臆
借
り
入
れ
の
際
「
年
収
を
証
明
す
る
書


